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まとめたものであり，序論，本論 3 章および総括からなっている O
序論では，本研究の意義，目的および、研究内容の概要について述べている O
第 1 章では，分子内に多数のカルコゲン原子を有する新規な対称型ならびに非対称型TTF誘導体を










が形成されており，カラム聞には多数の van der Waals 半径の和より短い分子間 s-s接触が存在する
ことを明らかにしている。非対称型TTF誘導体である 4 ， 5 ーエチレンジチオ- 4 " 5 I ービニレン
-500-
ジチオテトラチアフルパレンの PF s 塩 ， AsF s 塩のバンド構造を対応する対称型TTF誘導体の PF s 塩
のバンド構造と比較し，分子の構造の変化に対応して次元性が変化していくことを示している。また
















は，極低温 (4.2K) まで金属相を維持することを見いだしている O
3) いくつかの新規TTF誘導体ならびにそれらのイオンラジカル塩の結晶構造解析を行い，またその
結果をもとにバンド計算を行って，構造と物性の相関を明らかにしている。イオンラジカル塩の結晶
内には電子供与体分子によるカラムが形成されており，カラム聞には多数の van der Waals 半径の和
より短い分子間 s-s接触が存在することを明らかにしているO また， TTF誘導体の分子構造とそ
のイオンラジカル塩結晶の電子構造との相関について，重要な知見を得ている o 4 , 5- エチレンジ
チオ- 4' , 5' ー (2 -オキサトリメチレンジチオ)テトラチアフルパレンの IBr 2 塩が極低温 (4.2
K) まで金属状態を維持するのは その電子構造がかなり二次元的であり，擬一次元電導体に特有な
金属 絶縁体転移が抑制されるためであることを考察している。
以上のように，本論文は新規TTF誘導体の合成に成功するとともに，それらの電荷移動錯体および
イオンラジカル塩が高い導電性を有することを明らかにしている。またそれらの構造と物性の相関につ
いて重要な知見を得ており，有機固体化学，有機材料化学の発展に寄与するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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